
資料-③平成27年度　進捗状況報告および評価表

指定管理者

佐賀市

Ⅰ　運営管理方針 ※次の3項目については、四半期ごとにコメントで報告します

指定管理者

佐賀市

指定管理者

佐賀市

指定管理者

佐賀市

評価（◎：よくできた　○：ほぼできた　△：あまりできていない　×：できていない　－：評価できない）

項目 内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
指定
管理者

コメント 佐賀市 コメント

計画 実施予定

進捗状況
マニュアル

作成
講師依頼
日程調整

6/30
実施

― ―
振り返り
実施

計画 実施予定 ― ―

進捗状況 4/30実施 ※マイナンバー研修も含む
振り返り
実施

― ―

計画 ― ― ―
講師日程
調整

資料作成 実施予定 ― ― ― ― ― ―

進捗状況
9/30に
調整

講師と
打合せ

延期

計画

進捗状況
表示システ
ムの使用法

表示システ
ムの使用法

表示システ
ムの使用法

印刷機
の使用法

印刷機
の使用法

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ機
の使用法

計画
消防署と打

合せ
実施予定 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

進捗状況
講習予約完

了
5/29
実施

― ―
振り返り
実施

―

計画 ―
講師日程
調整

― 実施予定 ― ― ― ― ― ― ― ―

進捗状況
講師依頼
日程調整

講師の都合
で8月開催

講師の都合
で8月開催

8/31実施 ―

計画

―

実際にAEDを使用する際に迅
速に対応できるよう、消防訓練
等の機会を利用して、反復演習
に心がけてください。

高齢者・障がい者等の対応
についての講習

◎
講師と日程調整の中で、予定が遅くなった
が講習は良いものとなったため◎とする
（講師）身体障害者、聴覚障害サポートセ
ンター、高齢者に講師になってもらった

○

講習で学んだことを実務に生か
し、相手の立場に立った窓口応
対をお願いします。今後の実践
状況確認のため○とします。

プラザの運営や相談業務に
資する外部セミナーや講習
会等への参加および先進事
例の視察

○

研修・講演会、視察等の参加状
況を職員個人レベルであるが一
覧表に記載している
研修後の他の職員への情報共有
が十分ではないため○とする

○

研修会等は必要な物を絞り込
み、計画的な参加をお願いしま
す。また、参加者は他のスタッ
フへ研修内容の情報共有もお願
いします。

△

事業は未実施ですが、準備は進
めてありますで△とします。他
の事業と重複しないよう実施時
期を調整し、早急に事業を進め
てください。

設置機器等の勉強 ○

随時、窓口スタッフに対し使用
法の説明を行っている。全員一
同に会して指導実施を行えない
ため、まだ熟知していない者が
いる

○

利用者に機器等の使用方法を尋
ねられた際に、説明できる者が
いないようなことがないよう、
体制整備をお願いします。

―
アンケート結果等を参考に、今
後もより良い窓口応対に努めて
ください。

個人保護法等コンプライア
ンスに関する学習

コンプライアンスマニュアルの読合せ（窓口ミーティングで確認する）

―

4/30終了
・マイナンバーに関して
は、10/26に再度講師を招
き受講する予定である

―

研修で学んだことを意識し、忘
れないためにも、マニュアルの
読み合わせは継続して実施して
ください。

Ⅱ　運営管理体制

職員研修により、利用
者への満足度の向上を
目指す

接遇研修
接遇マニュアルの読合せ（窓口ミーティングで振り返る）

―
6/30終了
・振り返りは行っている

市民活動、ボランティアに
関する基礎知識

△

10/3に行われる「さがんなか
まつり」の人員調整等の話し合
いのため研修は延期したので、
△とした

救命訓練講習（AED） ―
5/29終了
・振り返りは行っている

2015 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 平成27年度　第2四半期-評価

3.　相談支援、情報収集・発信

情報収集は3項目の助成金、イベント、講習
会・講演会の情報を重点的に収集・発信して
いる。
相談に来られた方からの紹介で来館する方
（相談）が増えた。

団体のイベント情報はじめ助成金や講演会等
の情報をメルマガで配信している。また、メ
ルマガ配信の際に、プラザに相談できる窓口
があることを掲載した。相談者も市民活動団
体だけでなく、大学、企業、公民館などから
の相談も来ている。

3.　相談支援、情報収集・発信
・これまでプラザで蓄積してきた情報を活かし市民活動団体を支援する
　ためのコーディネーターとしての役割を目指す。
・複数の団体から同じような相談があった場合、解決へ導く講習会・
　講演会など開催する。
・①助成金②イベント③講習会・講演会の情報を重点的に収集・発信する。

収集した情報や相談支援の蓄積し
たデータを有効活用し、相談者の
支援をお願いします。

市民活動団体が必要としている情報を
把握し、団体が有効利用できるような
効果的な情報の提供をお願いします。

2.　中間支援組織としての協働の推進

一例だがJCからの相談に対して、佐
賀青年会議所へ市民活動団体の紹介を
行い、まちづくりのための協働（市民
活動団体との連携）をすすめている。

職員が中間支援組織として理解し活動できる
ように研修を加えた。市民活動団体の悩みを
解決できるように佐賀市や佐賀県の協働提案
の活用もすすめている。

2.　中間支援組織として協働の推進
・当団体の強みを活かし、社会や地域の課題を解決に導けるよう様々な
　情報の提供、また団体や行政、企業などのパイプ役として中立的な
　立場で支援する。

パイプ役として、各方面に積
極的な情報提供、支援をお願
いします。

社会や地域の課題に対し、必要な支援
を行えるよう、現状の把握に努めてく
ださい。引き続き、各方面に積極的な
情報提供、支援をお願いします。

1.　市民活動の場の提供

広報は積極的に行っているが、来場者
数が前年度より減っている。原因をさ
ぐり解決法を見出すように努力する。

来館者数が前年度より下回っているこ
との原因を探るとともに、改善策を職
員で協議し解決を目指している。

1.　市民活動の場の提供（来館数目標：年間60,000人）
・気軽に利用していただける場所として運営管理を行う。
・利用促進のため、利用やニーズを踏まえた施設運営を行う。
・接客マナーの向上および利用者ニーズを把握し反映。
　配慮ある対応を目指す。
・広報→広報誌、HP、FB、メルマガ、PR用のポスターなど。
・フロア利用の推進（フロア利用の見直し、駐車券配布枚数の検討）。

来館者数が目標値を若干下回ってい
る。利用者に限定せず、幅広くアン
ケートを実施するなど、現状分析が必
要と思います。

第1四半期に引き続き、来館者が前年
より減少傾向にあります。アンケート
結果等で現状把握し、原因の分析をお
願いします。

平成27年度
第２四半期総評

　平成27年度上半期は、前年度よりすすめていましたセールスフォースの運用を開始し現在は相談業務（相談時の入力、月次報告等）を中心に活用しています。前回委員
からアドバイスをいただきました職員（パート含む）の研修等も充実に心がけ、様々な研修を受けさせていただいています。これを今後の来館者への対応、また相談業務に
十分活かせるように努力いたします。管理運営の面では、来館者から受付がプラザ内に入らないと分からない、受付前で人が滞るなどの声がありましたので試験的にフロア
のレイアウトと共に受付位置を変更しました。下半期も来館者にとって使いやすいプラザ、相談者にとっては悩みや課題を解決できる場所としてすすめていきます。

運営管理体制は引き続き良好ですので、中間支援組織の強みを生かした、相談支援、情報収集・発信の分野に注力していただきたいと思い
ます。
また、現時点で目標値達成が厳しくなってきておりますので、アンケート結果等、来館者以外の意見も参考にしながら、来館者数減少の要
因等の分析と新規来館者獲得のための対策を講じる必要がある思われます。

項目 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 内容

マニュアル準

通年、適宜行う 

通年、適宜行う 



資料-③
進捗状況

ファンドレイ
ジング意見交

換会他

県主催-協働
意見交換会他

知事と市民活
動団体の意見
交換会他

セールス
フォース研修

他

NPO法人の課
題とは？他

「できる」ビ
ジネスマンの

仕事術

プラザの運営や相談業務に
資する外部セミナーや講習
会等への参加および先進事
例の視察

○

研修・講演会、視察等の参加状
況を職員個人レベルであるが一
覧表に記載している
研修後の他の職員への情報共有
が十分ではないため○とする

○

研修会等は必要な物を絞り込
み、計画的な参加をお願いしま
す。また、参加者は他のスタッ
フへ研修内容の情報共有もお願
いします。

職員研修により、利用
者への満足度の向上を
目指す



資料-③評価（◎：よくできた　○：ほぼできた　△：あまりできていない　×：できていない　－：評価できない）

項目 内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
指定
管理者

コメント 佐賀市 コメント

計画

進捗状況
発行
配布

発行
配布

発行
配布

発行
配布

発行
配布

発行
配布

計画

進捗状況
HP：47件
FB：18件

HP：31件
FB：12件

HP：14件
FB：22件

HP：23件
FB：12件

HP：20件
FB：12件

HP：23件
FB：6件

計画

進捗状況
ポスター作

成中
ポスター完
成・配布準備

ポスター
配布

ポスター
配布

リーフレッ
ト配布

リーフレッ
ト配布

計画

進捗状況 協議実施 協議実施
無料駐車券の
協議で推進

無料駐車券の
協議で推進

無料駐車券の
協議で推進

職員間で無料
券の見直し

計画

進捗状況 協議実施 協議実施
キャンペー
ン実施

キャンペー
ン実施

キャンペー
ン実施

再検討中

計画 ー ー ー アンケート
準備

・改善点につ
いての調査他

集計・分析 ー ー アンケート
準備

・改善点につ
いての調査他

集計・分析

進捗状況
質問事項検

討
質問事項検

討
準備 準備

アンケート
実施

計画
前年度改善
検討・実施 ー ー ー ー 意見交換内

容検討 実施
改善検討・

実施 ー ー 意見交換内
容検討 実施

進捗状況 検討・実施 ー

計画 ー ー ー ー
議事録公

開 ー アンケート
結果公開 ー ー

議事録公
開 ー アンケート

結果公開

進捗状況
外部協議委員
会議事録公開 ー ー

計画

進捗状況
点検・清掃

実施
点検・清掃

実施
点検・清掃

実施
点検・清掃

実施
点検・清掃

実施
点検・清掃

実施

計画

進捗状況 周知の準備 周知の準備 周知開始 周知
公民館回
り開始

公民館館長会
議で紹介

計画

進捗状況
セールス

フォース電話
研修

各講習会・研
修会、視察等

検討

セールス
フォース研修

実施

日々の相談業
務の中で学ぶ

日々の相談業
務の中で学ぶ

日々の相談業
務の中で学ぶ

計画
H27年度分
振り返り整理

進捗状況
H26年度継続
分フォロー

継続相談者へ
のフォロー実

施

解決分に対し
てもフォロー

実施

継続・解決分
についても
フォロー実施

継続・解決分
についても
フォロー実施

継続・解決分
についても
フォロー実施

計画
セールス

フォースへ移
行準備

進捗状況
セールス

フォースへ移
行準備

セールス
フォースへ移

行準備

セールス
フォースへ移

行準備

セールス
フォースへの
相談内容入力

開始

セールス
フォースへの
入力、整理管

理

セールス
フォースへの
入力、整理管

理

計画

進捗状況 実施 実施 実施 実施 実施 実施

情報の発信時期を逃さないよ
う、収集した情報のタイムリー
な発信をお願いします。

相談支援、
情報収集・発信
　　②③情報収集・発信

①助成金
②イベント情報
③講習会・講演会
以上の情報を3本柱とする
※毎月、収集・発信

○

情報収集について、一番相談が多い
助成金について、これまで助成金が
出るタイミングなど情報を集めてき
たので、それに合わせより多くの収
集を収集できるようにしている

○

多くのスタッフが相談業務をで
きる体制づくりの必要性を感じ
△とします。セールスフォース
の活用方法を含め、スキルアッ
プに努めてください。

③相談者へのフォロー
　※毎月一回以上 ◎

継続相談者だけでなく、解決し
た者についても、相談後のイベ
ント支援や来館された際に聞き
取りなどのフォローをしている

◎
解決後の相談者の状況把握を含
め、引き続き相談者へのフォ
ローをお願いします。

相談支援、
情報収集・発信
　　①相談業務

①プラザは「相談」できる
　場所であることの周知 ○

メルマガ配信時に相談窓口の紹介。公民館
館長会議での広報、また公民館まわりをし
「地域課題」を探りながら広報をしてい
る。現在、もっと広報をするために相談支
援員が相談支援窓口のチラシを作成してい
る途中なので○とする

△

プラザが「相談できる場所」と
いう市民等の認知度はまだ十分
とは言えないため△とします。
あらゆる機会を利用して周知を
行う必要があると思います。

②相談支援員としての
　知識向上
　※講習会、研修会、視察等

△
日々の相談業務で、横尾、内川
等が対応する相談について他の
職員が同席し学んでいる

△

④相談内容の整理 ○

セールスフォースによる相談業務報
告を7月から開始した
セールスフォースに相談内容を入力
することにより、活動分野、相談内
容の分野、継続の相談、団体ごとの
相談など様々な情報整理が行える

○

セールスフォースの有効活用に
より以前より相談業務の報告書
も分かりやすく整理されてきて
おります。データベース活用の
研修も受講されたと思いますの
で、更なる工夫によりデータの
整理・活用をお願いします。

施設の維持管理
　　①会議室

会議室利用後の点検・清掃
　※特に4階会議室

○
スタッフにより確認箇所が違う
ため、全員が同じ点検が行える
ように指導し実施している

△

点検箇所チェック表等マニュア
ルを作成するなどして、同基準
でチェックできる体制整備の確
立の必要性を感じ△とします。

△

意見交換会の準備は進められて
いますが、実施前のため△とし
ます。アンケート結果の集約が
でき次第、実施をお願いしま
す。

情報公開
アンケート結果
外部協議委員会議事録

◎
外部協議委員会の議事録等の公開は
予定より早くできたので◎とする
アンケートの集計ができ次第公開す
る

○

外部協議委員会議事録の公開は前倒
しでできています。アンケートの集
計が予定より遅れているため○とし
ますが結果がまとまり次第公開をお
願いします。

2時間分の無料駐車券の効果が
あまり伺えないようなので、新
たな駐車券の取扱い方策を市と
協力して検討していく必要性を
感じ△とします。

利用促進
　　③ニーズ

アンケート ○

eアンケートと時期を合わせる
ことを佐賀市と協議し実施した
ため、少し予定よりアンケート
開始が遅れた

○

市でもeモニター等で市民活動
プラザの利用者以外の意向調査
を実施しました。市とプラザの
それぞれの集計結果を基に分析
を進めていきたいと思います。

意見交換会 ○

アンケート開始が遅れたため、集計分析が
9月中にできず内容の検討ができていない
が、集計ができ次第、意見交換会の内容検
討ができるようにすすめているので○とす
る

利用促進
　　②フロア

フロア活用促進 ○

フロア活用促進のために下記の無料駐車券
の検討協議を行った。
フロア利用促進のための協議を職員間です
すめているが、9月までに利用が増加に至
らなかったので○とする

△

フロア利用の向上のためには、
無料駐車券の発行のPRと合わ
せ、市と協力して他の方策の検
討も必要と思われるため△とし
ます。

無料駐車券の検討（佐賀市） ○

市民登録団体に対し、唐人南Pへ停めてき
た方へは最大2時間分の無料駐車券を発行
と協議で決めた⇒6月から実施
※影響は認められない
改めて職員間で協議している途中なので○
とする

△

毎月、プラザ中心の情報を掲載
できるように心がけている。
もっとプラザの情報でいっぱい
になるように努力する

○
広報誌の新たな配布先の開
拓を含め、多くの市民へ情
報提供をお願いします。

HP・FB更新 ◎

掲載（HPやFBへの）依頼が増
えたとともに、見てくれる方も
増えた（FBへのいいね！や
リーチ数増）

○

掲載依頼への迅速な対応とタイ
ムリーな情報掲載をお願いしま
す。更なる率先した情報収集を
お願いしたく○とします。

ポスター作成・掲示 ◎
プラザのリーフレットもリ
ニューアルし配布している ○

刷新したリーフレットの有効活
用をお願いします。ポスターの
認知度等、効果の把握も必要と
思われるため○とします。

2015 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

Ⅲ　運営管理計画

利用促進
　　①広報

広報誌（毎月発行・配布） ○

平成27年度　第2四半期-評価

佐賀市と協議 

佐賀市と協議 

活用のシュミレーション 活用開始 

毎月（前月末作成・配布）実施 

適宜実

ポスター作 配布・掲示 

通年、実施 

通年、実施 

通年、実施 

適宜、実施 

毎月、実施 

キャンペーン実施 



資料-③評価（◎：よくできた　○：ほぼできた　△：あまりできていない　×：できていない　－：評価できない）

項目 内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
指定
管理者

コメント 佐賀市 コメント

計画

進捗状況
提供
実施

提供
実施

提供
実施

提供
実施

提供
実施

提供
実施

計画
花火鑑賞

会
開催実施

機器体験
講座

開催実施

進捗状況
JCと打合せ
大学等と打

合せ

栄の国まつ
り

JCと打合せ

栄の国まつ
り

JCと打合せ

栄の国まつ
り

JCと打合せ

8/1花火
観賞会開

催
―

計画
開催
実施

進捗状況
講師と打
合せ

講師と打
合せ

講師と打
合せ

講師と打
合せ

講師と打
合せ

講師と打
合せ

計画 準備 準備

進捗状況
協働DVD
モニター
で放映

協働DVD
モニター
で放映

協働DVD
モニター
で放映

協働DVD
モニター
で放映

協働DVD
モニター
で放映

計画
開催
実施

進捗状況
講師依頼
の連絡
準備

講師依頼
の連絡
準備

8/29
実施 ―

項目 年間目標数値 単位 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

来館者目標数 60,000 人 4,793 4,803 4,779 4,488 4,060 4,262

施設利用収入 9,300,000 円 1,235,820 854,400 806,900 794,200 625,200 710,600

コピー・印刷料収入 5,000,000 円 520,140 337,579 386,594 368,214 377,479 339,229 2,329,235 46.6%

計 進捗状況（％）

27,185 45.3%

5,027,120 54.1%

2015 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 2015

自主事業
　　⑤その他

・時代のニーズに基づいた
　勉強会

◎

来年の2月に予定していた
が、時代のニーズに基づい
た「小規模多機能自治」を
テーマに講師依頼をしたと
ころ8月29日開催の運びと
なった

○

勉強会の盛会は評価しま
す。開催して事業終了とせ
ず、今回のテーマを今後の
事業運営等に役立てていた
だきたく○としました。

自主事業
　　④協働の推進

・協働事例の掲示
　※モニターで実施

○

佐賀市が作成した協働DVDを
モニターで流すことで、今まで
協働が何か分からなかった方も
観てくれている
協働についての他の事例など発
信するべきと考えるので○とす
る

△

前期はDVDの上映のみに留
まったため△とします。他
の協働事例についても掲示
の方法を含め検討をお願い
します。

利用者の利便性のため、常
時備品の管理をお願いしま
す。

2015 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 平成27年度　第2四半期-評価

自主事業
　　③市民活動団体
　　　スキルアップ講習会

・団体活動の悩み解決の
　ための講習会・講演会

△

前年度から講師と打ち合わ
せをしているが、講師が内
閣府のためなかなか進まな
いため△とする
※日程調整がうまくいかず
進んでいないが、調整でき
次第実施する

△

未実施ですが準備は進めら
れているため△とします。
予定している講師の調整が
困難であれば、早めに別の
講師の選定を行うなど、臨
機応変に事業実施に向けた
準備を進めてください。

自主事業
　　②施設利用促進事業

・花火鑑賞会
・機器体験講座

◎

8月の障がい児および家族
を招いての花火鑑賞会は盛
況に終わった（閲覧用に写
真を準備）

◎

2年越しで計画した事業の
盛会を評価いたします。機
器体験講座の準備にも着手
してください。

自主事業
　　①利用者、市民活動団体
　　　へのサービス提供

・文具貸出し
・ポスター作成支援
・備品貸出し

◎

利用者が困らないように備
品の管理は随時行っている
ポスター作成の支援に加
え、チラシ作成の支援も市
民活動団体からの要望で実
施している

◎

通年、実施 

準備 

準備 

協働DVDを流す 市民活動紹介を流す 

準備 

準備 


